
 

 

                                                  

                                           

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛
北八下小学校 校報 

令和８年 ８月 25日発行 

 

 

あい けん がく 

実り多き２学期へ  ～ 一人一人の挑戦が未来をつくる ～ 

長い夏休みが終わり、いよいよ2学期がスタートしました。 

夏休みは、ご家庭や地域でしかできない貴重な経験を積む時間でもありました。旅行や帰

省、地域行事への参加、家族との何気ない会話や食卓を囲む時間など、一つ一つの経験が子

どもたちの心を豊かに育ててくれたことと思います。 

2 学期は、1年の中で最も長く、子どもたちが大きく成長する学期です。学習だけでなく、友

達との関わりや様々な行事を通して、「できた」という自信や「頑張ってよかった」という達

成感を積み重ねていくことを願っています。 

子どもたちの成長は、毎日の学びや友達との関わり、成功や失敗、その一つ一つの積み重

ねが、子どもたちの未来を作っていきます。結果だけではなく、お子様が努力した過程や挑

戦した姿にもぜひ目を向け、温かい目でいただければ幸いです。 

 

 

  

2 学期には、大きな行事が控えています。 

6 年生は、堺市連合運動会に向けた練習が始まります。記録を競うだけでなく、仲間と

励まし合い、取り組む経験は、小学校生活の大切な財産となります。 

5 年生は、臨海宿泊学習があります。家族のもとを離れ、仲間とともに生活する 2日間

は、自立心や責任感、仲間と協力する大切な機会です。 

4 年生は、連合音楽会に向けて練習を重ねていきます。美しい歌声や演奏は、一人だけ

では完成しません。一人一人が相手の音を聴き、心を合わせることで初めて感動が生まれ

ます。「みんなで一つのものを創り上げる喜び」を味わえる貴重な経験となることでしょ

う。 

どの行事も、目標に向かって努力した時間、仲間と協力した経験、問題ごとを乗り越え

た過程こそが、これからの成長を支える力になります。その一つ一つの経験を力に変え、

これからの歩みにつなげていってほしいと願っています。 

2 学期を笑顔で過ごすために 

２学期は、生活リズムの乱れや疲れが出やすい時期でもあります。 

「早寝・早起き・朝ごはん」を基本に、十分な睡眠と規則正しい生活を続けることが、集中して学び、

元気に学校生活を送るための土台となります。 

また、友達との関わりの中で、相手を思いやる言葉や行動を大切にしてほしいと願っています。何気

ないひと言が友達を笑顔にすることもあれば、反対に深く傷つけてしまうこともあります。 

さらに近年、子どもたちを取り巻く環境で特に気を付けたいのがSNSやインターネットとの付き合

い方です。 

写真や動画、メッセージは、一度インターネット上に公開すると完全に消すことが難しく、思わぬト

ラブルにつながることがあります。ご家庭でもぜひ、「送る前に一度考える」「個人情報は載せない」「ネ

ガティヴなことは載せない」「困ったことがあれば大人に相談する」ということを、お子様と繰り返し

話題にしていただければと思います。SNSやネット上のトラブルは、毎年注意を呼びかけているにもか

かわらず、繰り返し起こっています。学校での指導とともに、ご家庭でも日頃からお子様の利用状況を

見守り、正しい使い方やルールについて、繰り返しご指導いただきますようお願いいたします。 

まだまだ暑い日が続くことが予想されます。子どもたちが元気に学校生活を送るためにも、十分な睡

眠や朝食、水分補給など、日々の体調管理を大切にしていくことができればと思います。体調がすぐれ

ない場合は無理をしないことも大切に、暑い時期を元気に過ごしていきたいものです。 

挑戦の秋 ～10 月へ向けて大きく成長する子どもたち～ 

 

～夏休み作品展のご案内～ 

夏休みに子どもたちが取り組んだ作品を展示します。お時間がありましたら、ご来校いただき、一人一

人の工夫や思いが詰まった作品を子どもたちの頑張りをご覧ください。 

8月 27日（木）・28（金） それぞれ 9時～16時まで理科室・家庭科室にて展示します。 

すてきな姿を見つけたら 

朝会でも話したように、クラスのため、人のため、友だちのために、長い期間にわたって継続して

取り組み、努力している友達がいれば、そっと校長先生に教えてください。 

「認められたい」「ほめられたい」という思いだけで取り組むものではなく、周りのために頑張っ

ている人、陰ながら支えている人、陰ながら支えている人の姿を大切にしたいと思っています。そん

な素敵な行動や思いやりを、これからも見つけていきましょう。 


